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前近代に於ける東アジア三国の文化交流と表象―朝
鮮通信使と燕行使を中心に―
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[図 1] 通信使一覧表 辛基秀・仲尾宏作成 
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[図 4] 朝鮮船入津之図慶応大学図書館所蔵 





















                                                          
1 李進煕、『江戸時代の朝鮮通信使』、講談社学術文庫、1992 年  














    
  






[図 8] 万里長城 [図 9] 紫禁城太和殿 







































[図 12] 槎路勝區圖 大坂城 
[図 13] 槎路勝區圖 淀浦 












































































                                                          
3 牛林傑、「誇文化交流与文化誤読」、2006 年 10 月国際日本文化研究センター第 29 回国際研
究集会発表論文  
4 柳承宙、｢朝鮮後期朝淸貿易小考｣國士館論叢 30、1991 年の引用部を､柳承宙・李哲成『朝




























                                                          
5 申維翰の『海游錄』の「海神祭」の 祝文と、丁茶山の「日本論」(與猶堂全書第一集十二















  李祿年居昌人也 年九歲父有惡疾 祿年割指出血 和薬食去聲之 其疾即瘳 
白于國家 旌表其閭 云云。［年は原文のまま］ 
 
ついでにハングルの字数は "一行十二字"といい、字母表も書いて渡した。  
 
    됴 선 언 문 
    朝 鮮 諺 文 
    ㄱㄴㄷㄹㅁㅂㅅㅇㅣ 
    億隱極乙音邑玉應伊 
 



















































                                                          
6 崔博光、「朝鮮通信使と日本文學」、『「三綱 續三綱行實圖」を中心に』、 大東文化硏究、 成



























て言及しようとする。   
  伊藤東涯と朝鮮使行一行との関係に関して言及する前に天理図書館所蔵古義堂の 
文件の中から先ずいくつかの点を紹介する。 
 













































[図 20] 『經国大典』写 1690 年東
涯筆   
萬歴 31 年朝鮮刊本から東涯が書写
したもの
[図 21] 朝鮮壤墜之圖 1686 東涯 筆写本 







































[図 23] 成夢良 五言律詩 自筆












   恐即是人。不知是非。 
一。 貴國之書多傳于本邦。攻事最要畧敘 貴國大王 世次。書成 于嘉靖中。 
    故自是而後不知載。吾文祿之時 貴國大王諱日旁従公 其後人旁従宗 日
傍従軍。 
    廟号諡号如何。在位年數多少到今 大王知是幾世。幸蒙 報知。 
一。吾明曆壬申來聘之次。李石湖學士携來束人詩話。來今刊傳于世。 
    此回一行諸官員亦齋到奇書不。若有副本幸不恡惠投 或冊數不多速騰奉
還。 
一。貴國書有看多介匠者。是造 何等物 又有 荷葉錄匠者。海東諸國記 中 
云。 
    本國周防州有 荷葉錄。未 審為 何物。幸蒙 告示。 
一。辛卯歲來聘一行諸官員皆無 恙否。李學士并三書記皆健在否。 
    予時在 京邂 逅學士于行館忽擾之中。風流文采宛尚在目。 
一。神主題式。本宗四世考妣文公家禮中具有成法。 
    旁親自弟妻侄及諸卑幼諸書不 載 其法。貴國密邇中夏。素稱 禮儀之邦。 
    凡此諸式想其有 成法并明清人所書 其法 如何。幸蒙 教示。 




    
これに関して成夢良は次のように答える。 
 
一。慵齋叢話即我國成俔所 著。成俔号 慵齋。一号 虛白堂。成侃号 真逸
齋。 
  慵齋之弟也。二公於僕為 族祖。 
一。東人詩話即徐四佳居正所著也。今行。別無 奇書齋來。 
一。荷葉綠即鍮銅器上所 生綠也。我國以 此為 樓閣丹青之資。 
一。辛卯歲來聘一行諸官員皆無恙否。李學士并三書記皆健在否。 
  予時在京邂逅學士于行館怱擾之中。風流文采宛尚在目。 
一。神主題式。子 則題 曰 亡子某神主。 妻則曰 亡室某氏神主。 
  弟與 姪若無 後斑附則亦稱 亡弟亡姪。此規我國、士大夫家通行。 
前近代に於ける東アジア三国の文化交流と表象 
19 
  皇明儀禮亦不 出 此規。 
























 萬里修交聘。迢迢向 日行。海程因 本道。皷吹和濤聲。聞說詞華富。 
 定知經術明。觀 風吳季子。不墜使乎名。 
  
  成夢良もまた、梅宇にあいさつを重ねて次の詩をもって回礼する。 
 
  花宫臨大壑。形勝擅 寰瀛。薕外鰲山色。枕邊鲛杼聲。 
  擁 炉三影會。對 榻一燈明。襟袍元相照。何勞問姓名。 
 





8 伊藤東涯、『秉燭譚』「慵齋叢話ノコト」  
崔 博光 
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曾在 本國 慣 聞 藤人齋 蔚為 日東儒宗。思欲 望履 門下 一聞性理之說。  
今獲 私 於執事实 仁齋之胤也、其為忻幸 如何。先公論 辨性理  
書必有 家藏。伏望逐 平昔尊慕之意 且使歸示 本國學者 以知 貴邦儒風之            
盛。如何。 
 
承先人之卑名。足下嘗於 貴邦 聞之。推賞殊渥。平素所 言論 聚為 一書。 
名童子問。明日託 芳州公(宗對州公之儒臣雨森東五郎 云)致之。 
幸傳 貴邦 先人之志願足矣。 
  







聞說仁齋學。能迢 北野賢。真源溯 河洛。至理察 魚鳶。澤與溟波遠。 







江頭傾 蓋文場會。懷抱知君海水深。解  缆錦帆明日去。百年難 得對 清襟。 
 
  申維翰に贈呈した七言絶句である。 
 
国寶百年方善 隣。星槎万里掛 天邊。觀風知有 還游賦。聞說従來筆若 椽。 
  






孤雲獨鶴與 為 隣。落月空汀繫纜邊。 
何處素琴傳 別調。古梅香裏屋三椽。 
 










萬里星軺自三韓  隣好百年盟不寒  候人前期餙亭   
館  縣次續食禮數寬  吾生三逢過都下  冠裳濟濟慕 
諸夏 海青皋比充庭實  駿馬豁鼻真泛駕  五十三程 
赴關東  彩旗獦獦捲秋風  文人才子爭投贄  心照神 
交尺楮中  復路還日迨一陽  浪華津口已開洋  有弟 
抽毫宦備藩  邂逅記室成夣良  先人風聲播殊域  慇 
懃修剌訪潛德  遺書一帙代縞紵  夙志喜傳箕子國 














































  伊藤家と通信使使行一行の交遊は、1748年の第10次使行の時もつづく。この時は 
梅宇の長男である伊藤霞台が福山藩の儒者として、通信使の製述官である朴敬行及
                                                          
9 「橡軒筆下」(日本学者)「顺庵全集」卷13 









































































































































































     桑韓醫談 正徳3年刊  二巻二冊、北尾春圃撰   
     和漢人參考  一冊  延享5年刊   
     桑韓鏘鏗錄  三巻(「醫談」一巻) 寬延戍辰   
    『桑韓醫問答』 巻三冊  河村春恒撰、江戸醫官  寬延元年  東武刊行   
    『韓槎塤篪』 巻二冊  良醫  趙崇壽   
    『藍島鼓吹』 小野士厚  享保五年  築前醫官   
    『桑韓筆語』山田正珍撰 東都醫官 寶暦甲申   
    『桑韓醫談』  二冊(整)  北尾春圃撰 正徳刊 (三本)等   
    『雞林唱和集』 巻四 巻五(整)  
    『兩東唱和後錄』  一巻(整)       
    『朝鮮人筆談』  一冊(写)       
    『桑韓塤箎集』  十一巻の中、巻三・四・八・九(整)   
    『桑韓醫問答』   三巻(整)   河村春恒撰   
    『善隣風雅附錄』 (整)    
    『和韓唱和錄附錄』 一冊(整)   村上秀範撰    
    『仙槎筆談』   一巻(整)  橘玄動撰    
    『和韓醫話』   二巻(整)  山口忠居撰        
    『倭韓醫談』   二巻一冊(整) 阪上善之撰     
    『兩東鬪語』   二巻二冊(整) 松木興長撰      
    『雞壇嚶鳴』   一巻一冊(整) 北山彰撰        
    『韓客治驗』   一巻一冊(整) 橘口淳撰      
    『雞林醫事』   一冊(現活)  小池正直撰     
    『朝鮮醫語類集』 一冊(現活)  鈴木祐三撰   帝國圖書館   
    『朝鮮人筆語』(1634年)(日本儒醫靜軒  信使 醫白士立との筆談 写本1冊)   
    『韓人唱和產物筆語』(1748年)班荊閒譚(上下)直海先生著 良醫  趙崇壽 
          (号。敬老)との筆談。   
     韓館應酬錄(1764年) 良醫  李 佐國との筆談唱酬集     








医李佐國(号。 慕庵)との医談のところである。『桑韓筆語』(宝暦十四年 東都書肆 
写本)から引用する。  
   二人の間にあいさつが終わり、先ず圖南の問いから始まる。 
       
稟圖南 貴邦人 許浚所著 東醫寶鑑 我國既刊行焉 而有不可識者若干 
左書之 願示其形狀 松魚 俗方 鰱魚 土桃蛇 木頭菜 槚樹 藍藤根가새 
今藍漆云― 





  次は人蔘製法に関するところである。 人蔘製法に関することは漢方医に於いては







  金問 今自貴邦所將 來之參 密製乎生參乎   
  活答 生耳  
  金問 湯參云者 如何  
  活答 湯參云者 採取 時以 熱湯浸洗耳  
  金問 其色 如何  
  活答 若不以熱湯洗之 則色黑也  








                                                          






































16 壬辰倭乱の初期、日本軍が使用した  鉄砲の威力に驚いた朝鮮は戦争中に鉄砲を開発、大砲
を改良し使った。通信使の使行の時に日本の大坂の市中でうっている  鉄砲を買って帰国す






































                                                          



































                                                          
19 大庭脩、『江戸時代における中国文化受容の研究』 
 『古今図書集成』は 1764 年に長崎に舶来されたが幕府が購入したのは後の 18 世紀後半頃
だという。  
20 安大玉、「アストロラーブの東伝と朝鮮の簡平渾蓋日晷」、2006 年 10 月国際日本文化研究
センター第 29 回国際研究集会発表論文。彼によると「簡平渾蓋日晷」を製作する時 17 世
紀中国で漢訳した西学書『簡平儀説』(1611 年  熊三拨、徐光啓)と「渾蓋通憲圖説」(1607












































































































                                                          
21 近藤光男、『清朝考証学の研究』、研文出版、1987 
22 佐野真由子、「幕末の対欧米外交を準備した朝鮮通信使―各国外交官による江戸行の問題
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